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伝 統 継 承 

       校長 水上 晃一 

 「１月は行く」「２月は逃げる」「３月は去る」の言葉通り、３学期もあっという間

に月日が過ぎ去り、令和２年度も残すところあと数日となりました。 

 今年度は新型コロナウィルスという未曾有のパンデミックに、日本はもとより世界が

翻弄されました。本校でも昨年度までと同じことができず、いろいろ制限・制約の多い

学校生活の中、３年生を中心にいろいろと創意工夫を凝らし、全校生徒２５人が“チー

ム小木”で本当によく頑張ってくれました。 

 去る１２日（金）には、学校最大の儀式的行事である第７４回卒業証書授与式を挙行

しました。春の息吹いっぱいに包まれて、希望に満ちあふれた１２名の卒業生が伝統あ

る小木中学校を巣立っていきました。３年生の皆さん、卒業おめでとう。これからも皆

さんの活躍を応援しています。 

 卒業式は、特別活動の儀式的行事に分類される教育活動で、中学校の全教育課程を修

了したことを認定し、そのお祝いをする式です。卒業生の立場からすると、昨年先輩た

ちから受け継いだ『小木中学校の伝統』というバトンを在校生に手渡す儀式でもありま

す。最高学年の３年生は、この１年間、学校行事をはじめとして学校生活のあらゆる場

面でリーダーとなり、まさに『小木中学校の顔』として期待に応える活躍をしてくれま

した。先輩たちから受け継いだバトンは重かったかもしれませんし、走りにくかったか

もしれません。しかし、このバトンをもって走りきったことで、リーダーシップや思い

やり、責任感など多くのことを身につけてくれました。そして『小木中学校の伝統』

は、確実に後輩たちに引き継がれていくことと確信しています。 

 この１年間で子どもたちは一段とたくましくなり、心身ともに大きく大きく成長しま

した。４月から在校生はひとつ上 

の学年に進級し、３年生は進学し 

ます。それぞれ新しい学年・学校 

でさらに飛躍してくれるものと信 

じています。保護者の皆さま、 

地域の皆さまには、この１年間本 

校の教育活動にご理解とご協力を 

いただきありがとうございました。 

来年度も変わらぬご支援をお願い 

いたします。 卒業生を送る会のあとに全員で記念撮影をしました 
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第７４回卒業証書授与式 
 ３月１２日（金）に第７４回小木中学校卒業証書授与式が行われました。当日は、穏やかな春ら

しい日で、天候も卒業生をお祝いしてくれているようでした。３年生学級担任である小町教諭の呼

名に対して、卒業生が「はい」と大きくしっかりとした返事をし、その後、１２名の卒業生一人一

人に、水上校長より卒業証書が手渡されました。この卒業証書は、柳田地区・みわ会のお世話によ

り、２月に卒業生各自が紙をすいて作ったオリジナルのものです。また、２年時に作製したとも旗

が会場に飾られ、会場を華やかにしてくれました。準備は前日夜遅くまで高浜町内会の方がお世話

してくださいました。 

 

 新型コロナウィルス感染症対策により、マスクを着用

したままのため、卒業生の表情を十分にうかがい知るこ

とはできませんでしたが、そのまなざしからは、喜び、

寂しさ、それに加え、力強さが感じられました。今後の

さらなる活躍を期待させてくれるものとなりました。 

  

 なお、卒業証書授与式の前日には、在校生の企画によ

り、卒業生を送る会が実施されました。１か月ほど前か

ら準備したメッセージ動画を全校生徒で視聴し、その後、在校

生から卒業生への記念品の贈呈、卒業生からお礼の言葉と続

きました。卒業生の多くは、感情を抑えきれず、言葉に詰まっ

たり、目を潤ませたりしていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

一人一人卒業証書を受け取りました 

在校生代表（南くん）の送辞 

卒業生代表（菅原くん）から校長先生に答辞を手渡し 

生徒玄関で記念撮影 

教室へ戻り担任から卒業証書を授与 

ＰＴＡ会長祝辞 



生徒会役員選挙 
 ３月１９日（金）に、令和３年度前期生徒会役員立会演説会と選

挙が行われました。演説会では、４名の立候補者とその応援者の合

計８名が自分たちの考えを全校生徒の前で堂々と

伝えました。演説する側も、その演説を聴く側も、

じっくりと、そして、真剣に小木中学校のことにつ

いて考える時間となりました。 

３年生が抜けて初めての行事を１・２年生の協力

のもと、見事に成功させました。 

 

 

《執行委員・篠原絢香》 

私は、執行委員として大切にしていきたい

ことが２つあります。１つ目は、学年関係な

く誰にでも挨拶ができる学校にしていきたい

です。挨拶をすることで、あいさつをした方

もされた方もうれしくなるからです。それに

学校全体が明るくなると思ったからです。２

つ目は、みんなが大きな声で発言できる学校

にしたいです。声が小さいと相手に自分の意

見が伝わらないからです。この２つを実現し

良い学校にしていきたいです。 

《執行委員・南山玄英》 

僕は執行委員として２つのことをしたいと

思っています。１つ目は元気なあいさつで行

動することです。なぜなら自分があいさつを

しても声が小さくて相手に伝わらないときが

あるからです。元気なあいさつは自分や相手

の気持ちをよくし、その場の雰囲気をよくし

ます。だから、全校生徒が元気なあいさつが

できる学校を目指していきたいと思います。

２つ目は、いじめのない楽しい学校にしたい

です。小木中は、いじめのないことが続いて

いるので今後も続けていきたいです。 

《副会長・上見衣織》 

私は、生徒会副会長として２つのことをし

たいと思います。１つ目は、誰とでも明るい

あいさつができる学校にしたいです。なぜか

というと去年は同級生同士や先生とはあいさ

つができていましたが、先輩にはあまりでき

ていなかったからです。２つ目は、言われる

前に自主的に行動する学校にしたいです。な

ぜかというと普段は言われてから行動するこ

とはできていますが、自主的に行動すること

があまりできないと思うからです。 

《会長・南 雅樹》 

生徒の皆さんに信任していただきました。

ありがとうございます。私の目標である「上

下関係なく話せる仲の良い学校」を目指して

努力していきたいと思います。その目標達成

のためにも、自分からあいさつや会話ができ

るようにしたいです。そして、生徒の皆さん

が住みよい学校にしていきたいです。ご協力

をお願いします。 

 

 

 



４月当初の予定 
 ５日（月） 新任式・入学式 

この日は弁当が必要です。 
 ６日（火） 春の全国交通安全運動(～15日) 
 ８日（木） 身体計測 
２５日（日） 授業参観・ＰＴＡ総会 
２６日（月） 振替休業日 

転出される先生方からのご挨拶 

 

転出者氏名 転出先など 

坂東 智 教頭 石川県教育委員会事務局（奥能登教育事務所） 

鎌田 香 教諭 珠洲市立三崎中学校・教頭 

出口 観 支援員 能登町立能都中学校・支援員 

脊戸 まゆみ 

  スクールサポートスタッフ 
退職 

西 裕子 教諭 
※所属は松波中学校のまま（兼務による勤務） 

本校での勤務は今年度末で終了となりました。  

《脊戸さんより》 
小木中に来て最初に感じたことは、子どもたち

が礼儀正しくて可愛いということです。挨拶して
くれたり、何してるんですか？と声をかけたりし
てくれました。 
先生と生徒が協力して授業に取り組み、ケガを

している生徒を皆で助け、助けてもらった子が次
は自分が助けようと行動する姿を見ました。 
先生方は子どもたちに行事を体験させて、楽し

い思い出を残してあげたいと配慮されていまし
た。よい発見となる体験をありがとうございまし
た。 

《出口さんより》 
 ４年ぶりにこの小木中学校に戻って来てから
はや３年…。あっという間の年月でした。泣い
たり笑ったり、そして気がつけば年甲斐もなく
生徒たちの仲間に入っている自分が居たりして
…。全校生徒が昔のひとクラスにも満たない人
数で、小木っ子魂を生かし頑張っている生徒た
ち…。人数が少ないからこそ感動が大きいとき
もあります。それが今の小木中学校です。自分
の母校であるこの小木中学校で、こんな素晴ら
しい体験ができたことに心から感謝していま
す。本当にお世話になりました。 
 この小木中学校を去ることはとても寂しいで
す。みんなが大好き。小木中学校が大好き。離
れていても、いつも応援しています。ありがと
うございました。 

《坂東教頭より》 
１年間の勤務となりましたが、生徒の皆さん、

保護者の皆さん、職員の皆さんのおかげで、とて
も楽しい毎日を過ごすことができました。満足の
いく充実した期間であり、またたく間に時間が経
過したように感じます。 
小木中は母校で、自分自身を育ててくれた場所

でもあります。先日卒業していった１２名の生徒
の思いと同様に、今後の生徒のみなさんの活躍と
小木中学校の発展を強く願っています。 
ありがとうございました。 

《鎌田教諭より》 
この度の異動で珠洲市の三崎中学校へ赴任す

ることになりました。 
小木中での日々は、とても楽しく、充実した

ものでした。全校生徒が一丸となって創りあげ
た体育祭や文化祭は素晴らしいものでした。一
人一人が輝き、成長する姿を見ることができ、
感動しました。また、「とも旗祭り」「防災活
動」「袖キリコ祭り」などでは小木の地域の
方々の熱い思いに触れることができた貴重な 
体験でした。「地域の方々のやさしさと豊かな
自然の中でのびのびと育っていく生徒たちは幸
せだな」と実感しました。 
３年間、どうもありがとうございました。 《西教諭より》 

 １週間に１度、皆さんとの授業は毎回とても
楽しみでした！ 
 なぜなら、どの学年も真剣に授業に取り組ん
でくれて、そして、時々びっくりするようなア
イデアを出してくれて、「どんな作品になって
いくのかなあ～」とワクワクしてみていまし
た。完成度も高く表現する力も無限にありまし
たよ！ 
美術には答えがありません。自分の個性を大

切にし、大いに伸ばし、これからも小木中を明
るく活気あふれる学校にしていってください。 
皆さんの今後の活躍を隣の松波から 

じーーーっとみていますね。＾＾ 


